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大
だいちんじゅ

椿寿―荘子よりの引用。八千
歳を春とし、八千歳を秋とする
という木で、長寿を祝う意味。

大椿寿
“メインテ

ーマ” のばそう！ 健康寿命、

� 担おう！�地域づくりを
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方
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１
．メ
イ
ン
テ
ー
マ（
平
成
26
年
度
～
）

「
の
ば
そ
う
！ 

健
康
寿
命
、

�

担
お
う
！ 

地
域
づ
く
り
を
」

〈
健
康
寿
命
〉

○	

健
康
寿
命
を
伸
ば
し
、自
立
し
た
生

活
、生
き
が
い
の
あ
る
生
活
の
実
現

を
目
指
し
ま
す
。

○	

仲
間
や
地
域
の
高
齢
者
と
と
も
に
継

続
的
な
健
康
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

〈
地
域
づ
く
り
〉

○	

他
世
代
や
関
係
団
体
と
連
携
し
て
安

全
・
安
心
の
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。

○	

元
気
高
齢
者
の
知
識
・
経
験
・
活
力
を

生
か
す
場
づ
く
り
・
機
会
づ
く
り
を

広
げ
ま
す
。

２
．�第
五
十
一
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
宣
言

事
項
の
実
践（
令
和
四
年
十
一
月
八
日
）

１
、		

健
康
長
寿
を
め
ざ
す「
健
康

活
動
」の
推
進

２
、	暮
ら
し
を
見
守
る「
支
え
あ
い

活
動
」の
展
開

３
、	高
齢
期
を
豊
か
に
す
る「
生
き

が
い
活
動
」の
充
実

４
、	あ
ら
ゆ
る
世
代
と
連
携
し
た

「
地
域
貢
献
活
動
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進

５
、	高
齢
者
の
尊
厳
が
守
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れ
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社
会
保
障
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立

３
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項
目

⑴�
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平
成
二
十
六
年
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成
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年
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で
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五
年
間
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員
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強
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全
国
展
開
し
ま
し
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が
、依
然
と
し
て

会
員
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向
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続
い
て
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す
。
こ

の
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か
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良
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元
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取
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2023（令和 5）年度　　県老連　今後の主な行事予定
開催予定月日（曜日） 時　間 名　　　　　　　　称 場　　　　　所
　7月14日（金） 13時30分～ 女性部会常任委員会 県社会福祉総合センター
　8月　4日（金） 13時～ 近老協第2回定例会議（県老連事務局長・事務職員）　神戸市老連担当 神戸市総合福祉センター
　8月30日（水） 10時～ 高齢者健康マージャン大会�【申込締切日　8月4日（金)】 県社会福祉総合センター
　9月　8日（金） 13時30分～ 老人福祉功労者等表彰式 県コンベンションセンター
　9月15日（金） 13時30分～ 理事会（第59回） 県社会福祉総合センター
　9月15日（金）
　　～21日（木） 老人の日・老人週間

　9月20日（水） 老人クラブ全国一斉「社会奉仕の日」 各市町村老連
　9月21日（木） 9時～ ゲートボール大会� 【雨天時9月22日（金）】 橿原公苑陸上競技場
　9月29日（金） 9時～ パークゴルフ大会（A）� 【申込締切日9月6日（水）】 広陵パークゴルフコース
10月　4日（水） 9時20分～ ペタンク大会� 【雨天時10月10日（火）】 橿原運動公園まほろば広場
10月13日（金） 8時～ ゴルフ大会� 【申込締切日9月20日（水）】 奈良若草カントリー倶楽部
10月20日（金） 第10回健康ウォーキング�【申込締切日10月10日（火）】 京都府亀岡方面
10月27日（金） 13時～ 老人クラブ指導者研修会 県社会福祉総合センター
11月　1日（水） 10時～ グラウンド・ゴルフ大会� 【雨天時11月2日（木）】 橿原公苑陸上競技場
11月　8日（水）
　　～　9日（木） 全国老人クラブ大会 秋田県

11月17日（金） 10時～ 第12回健康ウォークラリー大会�【申込締切日10月27日（金）】 高取町・明日香村周辺
11月30日（木） 9時～ パークゴルフ大会（B）� 【申込締切日9月6日（水）】 広陵パークゴルフコース
　2月　7日（水）
　　　　　～ 10時～ 介護予防・健康づくりリーダー養成講座

� 【申込締切日12月22日（金）】 県社会福祉総合センター

　2月　9日（金） 13時30分～ 県老連女性部会活動研修会 県社会福祉総合センター
2月下旬 近老協第3回定例会（県老連会長・事務局長）　滋賀県老連担当 滋賀県

　3月　5日（火） 13時30分～ 理事会（第60回） 県社会福祉総合センター

　3月　8日（金） 10時～15時 介護予防・健康づくりリーダー養成講座
（軽スポーツ公開講座）� 【申込締切日2月20日（火）】 県社会福祉総合センター

　3月15日（金） 13時30分～ 女性部会常任委員会 県社会福祉総合センター

【パークゴルフ大会の日時・場所の変更とお詫び】
　事務局では、大淀町パークゴルフ場を所管する大淀町教育委員会に確認をとりながら準備を進めていましたが、この度「町外の団体で
ある」ことを理由に、当会の利用予約を断られました。このため、これまでの会議等でお知らせした日時、場所と異なることをお詫びします。
　＊9月26日（火）9時→9月29日（金）9時　　　場所：広陵パークゴルフコース

個人情報はこの大会のみ使用します。

金
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 第 12 回 県老連健康ウォークラリー大会ご案内 

   大会スローガン 歩いてつくろう、百歳元気！ 

        「いにしえの歴史遺産を巡るコース」 

令和 5 年度 「高取町・明日香村方面」で開催
主   催･･･（一財）奈良県老人クラブ連合会  

主   管･･･ 高取老人クラブ連合会・明日香村老人クラブ連合会 
開 催 日･･･ 令和 5 年 11 月 17 日（金）（小雨決行・荒天中止）午前 9：30～ 

〔開催の中止…当日午前 7 時の時点で奈良県北部の降水確率が 70%以上のとき 

または警報が発令されているときは中止とする。〕  
   募集チーム数･･･ 総数６０チーム 

各市町村老連 3 チーム以内（それ以上は応相談） 

                 一般高齢者チーム…若干数 
                 チーム構成･･･4 人で 1 チームの構成（性別は問いません） 

参 加 費･･･ 会員チーム 3,000 円/1 チーム ・ 一般高齢者チーム 4,000 円/1 チーム 
 応募方法･･･ 会員チーム･･･各市町村老連より所定の用紙で県老連に申し込みください。  

            一般高齢者チーム･･･往復はがきにチーム名・4 人の住所・氏名・年齢 

                             性別・TEL・リーダー名を記入し県老連に申し込みください。 
 申込み先･･･ 〒634-0061 奈良県橿原市大久保町 320-11 奈良県社会福祉総合センター4F 

                  （一財） 奈良県老人クラブ連合会 健康ウォークラリー大会 宛 

申込締切り

10 月 27 日（金）

県
老
連
で
は
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
系
・
文
化
系
の

出
前
講
座
・
講
習
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
地
元

で
会
場
を
設
定
し
、種
目
を
決
め
て
申
し
込
ん
で

い
た
だ
く
と
、県
老
連
か
ら
講
師
を
派
遣
し
ま
す
。

今
年
は
最
近
人
気
が
高
ま
っ
て
い
る
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
発
祥
の
ス
ポ
ー
ツ「
モ
ル
ッ
ク
」を
追
加
し
ま

し
た
。
出
前
講
座
は
単
位
ク
ラ
ブ
で
も
応
募
で
き

ま
す
の
で
、各
市
町
村
老
連
を
通
し
て
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。
上
限
を
超
え
る
場
合
、お
断
り
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

六
月
現
在
ま
で
の
状
況
は
表
の
通
り
で
す
。

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
講
師
派
遣
事
業

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
講
師
派
遣
事
業

「
出
前
講
座
」

「
出
前
講
座
」

開催日 クラブ名 種　目
5/17 三郷町生き生きクラブ連合会 「論語」に学ぶ
5/20 斑鳩町老連　錦会 公式ワナゲ
6/20 香芝市ふたかみクラブ連合会 モルック
6/21 川西町老連　井戸支部 年中水分補給の重要性
7/1 桜井市老人クラブ連合会 高齢者の心と身体

7/4 三宅町老連　石見老人クラブ
福寿会 ミュージック・ケア

7/5 三郷町生き生きクラブ 「論語」に学ぶ

7/11 大和郡山市高友クラブ連合会
千日町寿会 年中水分補給の重要性

7/13 川西町老連結崎団地支部
喜楽会 スカットボール

7/14 大和郡山市高友クラブ連合会
昭和地区 モルック

7/19 生駒市老人クラブ連合会 アクティブシニアの栄
養補給

8/18 斑鳩町老人クラブ連合会 高齢者の心と身体

8/20 橿原市老連四条新町
若かえり会 モルック

9/19 葛城市老連南道穂支部 ミュージック・ケア
10/3 葛城市老連南道穂支部 囲碁ボール
募集回数　ニュースポーツ系 15回　文化系 15回
各市町村老連　原則年 2回

公式ワナゲ公式ワナゲ 高齢者の心と身体高齢者の心と身体

モルックモルック：モルックという棒を投げス
キットルという棒を倒し、その棒の倒れ
方により点数を獲得し、他チームより先
に 50 点ちょうどになれば勝ち！
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奈
良
県
で
は
、『
高
齢
者
が
健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ
て
活
躍
を
続
け
ら
れ
る
と

と
も
に
、
い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
奈
良
県
を
目

指
す
』
こ
と
を
基
本
理
念
に
、「
最
後
ま
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
地
域
づ

く
り
」
を
施
策
展
開
の
柱
の
ひ
と
つ
と
し
て
位
置
づ
け
、「
健
康
づ
く
り
・
介
護
予

防
の
推
進
」、「
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
」、「
生
き
が
い
づ
く
り
の
推
進
」
の
た

め
の
施
策
の
展
開
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
う
ち
令
和
五
年
度
の
主
要
な
取
組
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
一
）身
近
な
地
域
に
お
け
る
通
い
の
場
等
の
普
及

住
民
が
歩
い
て
通
え
る
範
囲
に
主
体
的
に
集
ま
り
、
週
一
～
二
回
の
体
操
と
併
せ

て
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
を
実
施
す
る
「
通
い
の
場
」
は
、
介
護
予
防
・
認
知
症
予

防
に
も
つ
な
が
る
重
要
な
取
組
と
し
て
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

県
で
は
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
職
等
が
市
町
村
・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

と
連
携
し
な
が
ら
、
通
い
の
場
等
の
介
護
予
防
の
取
組
に
関
与
す
る
仕
組
み
づ
く
り

や
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
通
し
て
参
加
者
や
通
い
の
場
が
継
続
的
に
拡
大
し
て

い
く
よ
う
な
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
、
い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け

ら
れ
る
よ
う
に
、
今
後
も
市
町
村
や
関
係
機
関
と
緊
密
な
連
携
・
協
力
の
も
と
支
援

を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
二
）�奈
良
県
高
齢
者
福
祉
計
画・第
８
期
介
護
保
険
事
業
支
援
計
画
の
着
実
な
推
進
等

高
齢
者
と
そ
の
家
族
を
含
む
す
べ
て
の
県
民
が
、
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
奈
良
県
高
齢
者
福
祉
計
画
・
第
８
期
介
護
保
険
事
業
支
援
計
画
に

基
づ
き
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
生
活
支
援
体
制
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
を

担
う
人
材
の
確
保
・
育
成
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
令
和
四
年
九
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
「
高
齢
者
の
生
活
・
介
護
等
に
関
す

る
県
民
調
査
」
を
実
施
し
、
県
民
の
高
齢
期
の
生
活
、
介
護
等
に
関
す
る
意
識
や
実

態
の
把
握
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
度
は
、「
高
齢
者
の
生
活
・
介
護
等
に
関
す
る
県
民
調
査
」
の
結
果
等
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
高
齢
者
が
健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ
て
活
躍
し
、
い
つ
ま
で
も
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
奈
良
県
を
目
指
し
、
奈
良
県
高
齢
者

福
祉
計
画
・
第
９
期
介
護
保
険
事
業
支
援
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

（
三
）�奈
良
県
高
齢
者
が
社
会
参
加
し
、い
き
い
き
と
活
動
す
る
こ
と
を
促
進
し
て

活
力
あ
る
長
寿
社
会
の
実
現
を
図
る
条
例

高
齢
者
が
、
地
域
社
会
に
お
い
て
、
孤
立
す
る
こ
と
な
く
人
と
つ
な
が
り
、
社
会

参
加
し
、
い
き
い
き
と
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
高

齢
者
の
主
体
的
か
つ
自
発
的
な
参
加
及
び
活
動
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
県
民
が

健
康
長
寿
を
享
受
し
、
心
豊
か
で
満
た
さ
れ
た
人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の

実
現
を
図
り
、
も
っ
て
地
域
社
会
の
活
力
の
維
持
及
び
向
上
、
ひ
い
て
は
活
力
あ
る

長
寿
社
会
の
実
現
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
奈
良
県
高
齢
者
が
社
会
参
加

し
、
い
き
い
き
と
活
動
す
る
こ
と
を
促
進
し
て
活
力
あ
る
長
寿
社
会
の
実
現
を
図
る

条
例
」
を
令
和
五
年
四
月
に
施
行
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
本
条
例
に
基
づ
き
、「
環
境
づ
く
り
」、「
啓
発
」、「
人
材
育
成
」
の
三

つ
を
施
策
展
開
の
柱
と
し
て
、
市
町
村
、
事
業
者
、
関
係
団
体
等
と
連
携
・
協
力
し
、

総
合
的
か
つ
計
画
的
に
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
四
）な
ら
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
シ
ニ
ア
表
彰

県
で
は
、
い
つ
ま
で
も
元
気
に
活
動
す
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
広
く
伝
え
、
健

康
寿
命
の
延
伸
に
向
け
た
県
民
の
自
発
的
な
行
動
を
促
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、『
心

身
と
も
に
健
康
で
若
々
し
く
』『
積
極
的
に
社
会
活
動
を
行
い
』『
年
齢
を
重
ね
た
美

し
さ
を
感
じ
さ
せ
、
県
民
の
憧
れ
と
な
る
』
高
齢
者
を
「
な
ら
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
シ

ニ
ア
」
と
し
て
毎
年
表
彰
し
て
い
ま
す
。

十
三
回
目
を
迎
え
た
昨
年
度
は
、
県
老
連
の
運
営
に
携
わ
り
、
地
元
の
老
人
会
で

は
「
ラ
ジ
オ
体
操
部
」
の
指
導
者
と
な
る
な
ど
、
積
極
的
に
活
動
さ
れ
て
い
る
五
名

を
表
彰
し
ま
し
た
。

県
の
高
齢
者
福
祉
対
策
の
概
要

県
の
高
齢
者
福
祉
対
策
の
概
要
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老人クラブ「老人の日・老人週間」
 仲間と集い、高齢者の元気な姿を示そう！
9月15日は　わが国老人福祉の記念日（原点）です

《主　　唱》	 全国老人クラブ連合会	 奈良県老人クラブ連合会
《実施主体》	 市町村老人クラブ連合会	 単位老人クラブ
《推進期間》	 	9月15日「老人の日」から21日までの1週間	

地域の状況に応じて、其の前後に実施しても差し支えないものとする

《実施内容》
　	「健康」「友愛」「奉仕」の全国三大運動を共通運動とし、これらの取り組みをとおして、
高齢者の意欲と姿勢を地域社会に示すものとする

健康・友愛・奉仕「全国三大運動」の推進
　　　　活動目標　（1）	地域高齢者の健康づくり・介護予防
　　　　　　　　　（2）	在宅高齢者やその家族を支援する友愛活動
　　　　　　　　　（3）	安全・安心の住みよいまちづくりをめざすボランティア活動

①	健康活動
	 ⃝ 	日頃の健康管理・正しい生活習慣の学習・実践（栄養・運動・休養、喫煙・飲酒、病気・ねたきり・認知症の予

防、歯・口腔の健康づくり、薬の使い方、医療機関のかかり方、健康手帳やお薬手帳の活用、事故防止等）
	 ⃝ 	いきいきクラブ体操・健康ウォーキング・シニアスポーツの実施
	 ⃝ 	趣味・サークル活動の拡充、おしゃべり会の開催
	 ⃝ 	料理講習会・食事会の開催
	 ⃝ 	家庭内外での転倒しない環境づくり、ヒヤリ地図の作成
	 ⃝ 	健康診断・歯（口腔）の定期検診の受診促進、体力測定会の開催
	 ⃝ 	高齢者医療や介護保険など制度・施策の学習　　など

②	友愛活動
	 ⃝ 	関係機関と連携した集いの場つくり（サロン、ふれあい喫茶、居場所の確保等）
	 ⃝ 	日常生活の困りごと支援（電球交換、ゴミだし、物の移動、買い物等）
	 ⃝ 	情報の伝達・提供（クラブや町内情報、福祉・防犯・災害・避難などの情報）
	 ⃝ 	ひとり暮らしや高齢者世帯への安否確認・声かけ・友愛訪問・話し相手・行事等への参加の呼びかけ
	 ⃝ 	認知症への正しい理解、権利擁護などの学習活動　　など

③	奉仕（ボランティア）活動
	 ⃝ 	全国一斉「社会奉仕の日」（9月20日）の取り組み
	 ⃝ 	公共施設や道路の清掃・美化・緑化・花づくり
	 ⃝ 	資源回収・リサイクル活動
	 ⃝ 	高齢者施設におけるボランティア
	 ⃝ 	地域（子ども）見守りパトロール活動
	 ⃝ 	防犯・防災のための活動
	 ⃝ 	伝承や他世代交流
	 ⃝ 	高齢者や地域から期待される活動への支援　　など
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ｅ
ス
ポ
ー
ツ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
！

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
！

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
体
験
普
及
事
業

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
体
験
普
及
事
業

体
験
の
イ
メ
ー
ジ

体
験
の
イ
メ
ー
ジ

　

今
、「
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
」が
シ
ニ
ア
世

代
に
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、ご
存

じ
で
し
ょ
う
か
。

　
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
と
は「
エ
レ
ク
ト
ロ
ニッ
ク・

ス
ポ
ー
ツ（
E
l
e
c
t
r
o
n
i
c	

S
p
o
r
t
s
）」の
略
で
、具
体
的
に

は
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ム
、ビ
デ
オ
ゲ
ー

ム
な
ど
を
ス
ポ
ー
ツ
競
技
と
し
て
捉
え

た
も
の
で
す
。

　
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
に
は
、高
齢
者
に
と
っ

て「
脳
の
活
性
化
」や「
認
知
機
能
低

下
予
防
」の
効
果
が
あ
る
と
の
研
究

結
果
が
数
多
く
発
表
さ
れ
て
お
り
、

自
治
体
や
介
護
施
設
で
の
活
用
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
全
国
健
康
福
祉
祭

（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
）の
種
目
に
も
採

用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
な
ら
、ぜ
ひ

や
っ
て
み
た
い
と
思
う
反
面
、ゲ
ー

ム
機
器
な
ど
に
不
慣
れ
で
、い
き
な

り
飛
び
込
む
こ
と
に
抵
抗
を
感
じ
る

方
も
お
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、県
老
連
で
は
、今
年
度「
ｅ

ス
ポ
ー
ツ
体
験
普
及
事
業
」と
し
て

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
出
張
体
験
会
を
開
催

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
お
も
に
こ

れ
ま
で
に
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
し
た

こ
と
が
な
い
方
を
対
象
に
、講
師
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、太
鼓

を
た
た
く
ゲ
ー
ム（「
太
鼓
の
達
人
」）

な
ど
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

各
市
町
村
老
連
で
会
場
と
参
加
者

を
確
保
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、ご
希

望
の
場
所
へ
県
老
連
の
負
担
で
講
師

を
派
遣
し
ま
す
。
機
材
も
県
老
連
で

用
意
し
ま
す
。「
体
験
し
た
い
」ま
た

は「
気
に
は
な
る
け
ど
一
歩
を
踏
み

出
せ
な
い
」と
い
う
方
は
、市
町
村
老

連
又
は
県
老
連
事
務
局
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
詳
細
に
つ
い
て

は
、す
で
に
市
町
村
老
連
あ
て
に
案

内
し
て
い
ま
す
。）

　

最
初
は
う
ま
く
い
か
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、こ
れ
ま
で
に
体
験
し

た
こ
と
が
な
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
る
だ
け
で
も
、脳
の
活
性
化

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、子
や
孫
の
世
代

と
一
緒
に
楽
し
め
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
も
活
用
で
き

ま
す
。
是
非
、
体
験
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。
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私
た
ち
は
、
奈
良
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動
を
応
援
し
て
い
ま
す

　共同募金は、寄付した方々の地域を良くするために役立てられる募金です。
近年、地域においては、少子高齢化や家族形態の変化、人と人とのつながりの希薄化に加え、長
引く新型コロナ感染症の影響や物価高騰等により、経済的な困窮、不安定な雇用による精神的な負
担感の増加など、福祉課題は多様化・複合化しています。
このような中、地域でのつながりをたやさないための活動を通して、困難な状況におかれた方々
を支援されている民間団体の活動を資金面で支援することが重要です。
このため、令和4年度の共同募金運動では、「つながりをたやさない社会づくり」をテーマに掲げ、
取り組んだ結果、皆様からのご協力により、１億6,456万5,361円の寄付が集まりました。
ご寄付を財源に、高齢者の見守り支援やサロン活動、子ども・青少年育成、障害者支援等、様々
な地域福祉活動の資金として活動団体に対し助成するとともに、一部を災害時の活動支援のための
準備金として積み立てています。
今年度も募金目標額を1億5,800万円と掲げ、全力をあげて共同募金運動に取り組みます。
県民の皆様におかれましては、募金のチカラで「じぶんの町を良くするしくみ」である共同募金
へのご寄付にご協力いただきますようお願いします。
共同募金会は、遺贈・相続寄付に関するご相談も受け付けています。お気軽にお問い合わせください。

社会福祉法人奈良県共同募金会　http://www.nara-akaihane.com
寄付金振込先：ゆうちょ銀行	 口座記号番号：00980-6-300　
	 加入者名：社会福祉法人奈良県共同募金会
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私
た
ち
は
、
奈
良
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動
を
応
援
し
て
い
ま
す

命
令
服
従
、
軍
事
教
練
、
工
場
作
業
基

本
訓
練
、
鑢
（
ヤ
ス
リ
）、
鑿
（
タ
ガ
ネ
）、

水
平
角
度
、
慣
れ
な
い
戸
惑
い
。

朝
日
橋
突
堤
、
寒
風
、
強
風
、
空
腹

が
辛
い
。
会
社
が
運
営
す
る
学
校
に
籍

を
置
き
現
場
へ
。
航
空
機
機
材
制
作
に

従
事
。
作
業
要
領
技
術
の
習
得
に
、
一

刻
の
猶
予
も
な
か
っ
た
。
熟
練
の
先
輩

は
「
赤
紙
」
招
集
、兵
役
に
。
精
密
ゲ
ー

ジ
製
作
は
厳
し
く
、
下
級
生
の
協
力
を

得
た
。

戦
線
は
圧
倒
的
物
量
戦
力
。
連
合
軍

に
制
海
制
空
、
航
空
機
、
艦
船
失
う
。

玉
砕
、
転
進
、
孤
立
。
特
攻
殉
国
精
神

虚
し
く
、都
市
は
焼
土
。
戦
艦
「
大
和
」

沈
む
。
原
爆
投
下
。
沖
縄
地
上
戦
。
工

場
に
一
七
爆
弾
炸
裂
全
壊
。
九
死
に
一

生
、
中
部
二
十
三
部
隊
で
終
戦
。

小
旗
振
っ
て
い
た
自
分
が
、
軍
服
着

て
近
鉄
「
お
お
あ
だ
」
ト
ン
ネ
ル
通
過
。

下
市
口
駅
に
。
前
の
電
車
に
「
白
衣
小

箱
」
帰
還
。
複
雑
な
心
境
。
ご
冥
福
を

祈
る
。
真
逆
の
私
、
百
歳
の
大
台
に
は

是
非
登
り
た
い
。

殺
戮
、
破
壊
、
悲
惨
、
恐
怖
の
戦
争

無
い
、
平
和
な
世
界
が
来
る
こ
と
希
望

す
る
。

花
に
水
、
人
に
愛
。

万
朶
（
ば
ん
だ
）
の
桜

�

田
原
本
町　

今
西　
良
子
（
87
歳
）

私
の
住
む
近
く
の
公
園
に
、
桜
の
木

が
四
本
植
わ
っ
て
い
ま
す
。
桜
が
咲
く

た
び
子
ど
も
の
頃
を
思
い
出
し
ま
す
。

ま
さ
か	

ま
さ
か
　
私
が

�

下
市
町　

大
西　
康
弘
（
98
歳
）

私
の
生
ま
れ
た
当
時
、
資
本
主
義

社
会
で
経
済
恐
慌
、
イ
タ
リ
ア　

フ
ァ

シ
ズ
ム
国
粋
主
義
、
ド
イ
ツ　

ナ
チ
ス

労
働
党
。
日
本
は
軍
国
主
義
、
神
国
と

な
っ
た
。

小
学
生
の
こ
ろ
、
校
門
右
コ
ン
ク

リ
ー
ト
一
段
と
高
く
お
社
、
奉
安
殿
建

立
。
通
行
に
は
深
く
頭
を
下
げ
る
よ
う

強
制
。
教
室
に
は
、
神
棚
、
榊
、
塩
供

え
る
。授
業
始
め
に
拍
手
打
っ
て
拝
礼
。

教
育
勅
語
の
暗
唱
を
強
い
ら
れ
た
。

我
が
国
は
国
土
狭
く
資
源
に
乏
し
く

北
の
島
か
ら
南
の
島
。
大
陸
に
派
兵
、

展
開
は
広
範
囲
。
各
所
で
紛
争
、
事
変

が
勃
発
。補
充
兵
員
は
成
年
男
子
で「
赤

紙
（
あ
か
が
み
）」
招
集
、兵
役
に
服
し
た
。

連
日
赤
い
襷
の
兵
隊
さ
ん
は
八
幡
神

社
で
武
運
長
久
祈
願
。
生
徒
等
が
日
の

丸
の
小
旗
振
る
中
「
勝
っ
て
く
る
ぞ
と

勇
ま
し
く
！
」
歓
呼
の
軍
歌
に
下
市
口

駅
へ
行
進
。
兵
隊
さ
ん
は
敬
礼
。
乗
車

し
た
。

戦
争
は
物
資
の
消
耗
激
し
く
、
家
庭

の
鍋
釜
、
火
鉢
、
寺
院
の
釣
鐘
等
供
出
。

軍
需
品
製
造
に
「
白
紙
（
し
ら
が
み
）」

徴
用
令
状
私
に
は
「
い
の
一
番
」
に
令

状
。
小
旗
振
っ
て
私
「
白
紙
」
手
に
こ

れ
か
ら
の
不
安
に
手
が
震
え
た
。
勤
務

地
は
大
阪
桜
島
。
近
畿
で
同
期
二
百
余

名
、
十
七
才
は
十
数
名
だ
っ
た
。

環
境
激
変
、
生
活
様
式
の
話
を
聞

く
。
軍
隊
生
活
そ
の
も
の
。
自
由
束
縛
。
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ま
す
。

も
う
す
ぐ
公
園
に
も
万
朶
（
ば
ん
だ
）

の
桜
が
咲
き
ま
す
。

大
根
の
佃
煮
風
炊
き

�

大
和
高
田
市　

今
中
恵
美
子
（
84
歳
）

毎
年
大
根
を
頂
戴
す
る
の
で
、大
根

を
佃
煮
風
に
炊
き
ま
す
。
今
年
も
二
十

キ
ロ
炊
き
ま
し
た
。
一
回
に
四
キ
ロ
、

そ
れ
を
五
回
で
す
。

大
き
な
ボ
ー
ル
に
薄
切
り
に
し
た
大

根
を
入
れ
、塩（
目
分
量
）を
ま
ぶ
し
て
一

晩
お
き
、そ
れ
を
フ
キ
ン
で
絞
り
ま
す

が
手
が
痛
く
て
大
変
で
す
。
毎
回
同
じ

量
の
調
味
料
で
煮
ま
す
が
、煮
る
時
間

や
煮
汁
を
半
分
に
煮
詰
め
る
時
間
、塩

の
量
も
少
し
ず
つ
違
う
の
か
、煮
る
た

び
に
微
妙
に
風
味
が
異
な
り
ま
す
。
出

来
上
が
り
は
半
分
の
量
で
す
。

ご
近
所
や
親
戚
、友
だ
ち
な
ど
皆
さ

ん
に
分
け
て
い
ま
す
。
手
間
は
か
か
り

ま
す
が「
美
味
し
い
」と
言
っ
て
く
だ

さ
る
の
が
う
れ
し
く
、毎
年
炊
い
て
い

ま
す
。
冷
蔵
庫
で
一
年
く
ら
い
は
保
存

で
き
、だ
ん
だ
ん
味
が
染
み
て
美
味
し

く
な
る
の
で
す
。
漬
物
替
わ
り
、お
菜

の
一
品
に
、毎
日

少
し
ず
つ
楽
し
く

食
し
て
い
ま
す
。

“
来
年
も
元
気

に
炊
け
る
と
い
い

な
”と
念
じ
つ
つ
、

今
年
も
終
わ
り
ま

し
た
。

学
校
は
山
あ
い
に
あ
り
、
あ
の
頃
ま

だ
尋
常
小
学
校
と
言
い
ま
し
た
。
二
年

生
の
時
、
高
学
年
の
人
た
ち
と
学
校
へ

行
く
途
中
、
馬
の
足
音
と
歌
声
が
し
て

だ
ん
だ
ん
近
づ
い
て
き
ま
す
。
多
く
の

兵
隊
さ
ん
が
鉄
砲
を
肩
に
し
て
馬
に

乗
っ
た
兵
隊
さ
ん
の
声
に
合
わ
せ
て

「
万
朶
（
ば
ん
だ
）
の
桜　

衿
の
色　

花

は
吉
野
に
嵐
吹
く　

大
和
男
子（
お
の
こ
）

と
生
れ
来
て　

戦
闘
員
も
花
と
散
れ
」

と
大
き
な
声
で
歌
っ
て
、
吉
野
の
方
面

に
歩
い
て
行
か
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
は

一
生
懸
命
手
を
振
り
ま
し
た
。

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
、
日
本
は

降
伏
し
太
平
洋
戦
争
は
終
わ
り
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
は
、
大
変

な
食
糧
難
に
な
り
ま
し
た
。
私
の
住

む
小
さ
な
村
に
も
買
い
出
し
の
人
が

来
ま
し
た
。「
米
を
分
け
て
く
だ
さ
い
」

「
着
物
と
さ
つ
ま
い
も
を
交
換
し
て
く

だ
さ
い
」。

あ
る
日
の
昼
、男
の
人
が
来
ら
れ「
さ

つ
ま
い
も
を
分
け
て
く
だ
さ
い
、
朝
か

ら
何
も
食
べ
て
い
ま
せ
ん
」
と
言
わ
れ

ま
し
た
。
父
親
が
お
茶
碗
一
杯
の
麦
ご

飯
を
「
ど
う
ぞ
食
べ
な
は
れ
」
と
渡
す

と
、
そ
の
人
は
涙
を
こ
ぼ
し
な
が
ら
、

が
つ
が
つ
食
べ
ま
し
た
。
こ
ん
な
時
代

も
あ
っ
た
の
で
す
。

ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
争
は
い

つ
や
む
と
も
知
れ
ず
、
政
府
は
防
衛
力

の
強
化
を
言
い
ま
す
。
ど
う
か
子
や

孫
、
曾
孫
た
ち
が
不
幸
に
な
ら
ず
、
平

和
な
日
本
が
続
く
こ
と
を
心
か
ら
祈
り

私
た
ち
は
、
奈
良
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動
を
応
援
し
て
い
ま
す
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来
た
道
…
…
も
う
す
ぐ
行
く
道

�

天
理
市　

堀
内　
房
子
（
97
歳
）

私
た
ち
は
、こ
の
世
に
生
を
受
け
無

事
に
成
長
し
、年
齢
を
重
ね
そ
れ
ぞ
れ

の
人
生
を
生
き
て
き
ま
し
た
。

身
近
に
い
る
子
や
孫
た
ち
は
、私
の

幼
い
こ
ろ
の
生
活
と
随
分
違
う
と
思
い

つ
つ
も
、昔
も
今
も
お
互
い
支
え
合
い

な
が
ら「
幸
」を
ひ
た
す
ら
求
め
て
暮

ら
し
て
い
ま
す
。

老
い
て
こ
そ
生
き
る
人
世
の
有
難
さ

を
思
い
ま
す
。

樹
木
は
根
が
な
け
れ
ば
育
ち
ま
せ
ん
。

根
が
あ
れ
ば
こ
そ
幹
も
太
く
な
り
、た

く
ま
し
く
枝
葉
も
広
が
り
花
も
咲
き
、

実
も
な
り
ま
す
。
ご
先
祖
に
し
っ
か
り

つ
な
が
っ
て
、命
の
大
切
さ
を
気
づ
き

つ
つ
子
ど
も
や
孫
た
ち
に
バ
ト
ン
タ
ッ

チ
が
で
き
る
よ
う
祈
り
を
込
め
て
、“
古

葉
は
土
に
還
る
”を
待
ち
つ
つ
日
々
を

送
っ
て
い
ま
す
。

助
け
合
い
の
美
し
い
心

�

葛
城
市　

阪
口　
君
代
（
77
歳
）

昨
年
十
月
、夫
が
病
気
に
な
り
入
院

し
ま
し
た
。
近
く
の
病
院
な
の
で
、手

術
の
日
は
自
転
車
で
行
き
ま
し
た
。
手

術
の
開
始
は
、急
患
が
入
っ
た
た
め
予

定
よ
り
二
時
間
遅
れ
て
、終
わ
っ
た
ら

と
っ
ぷ
り
と
日
が
落
ち
て
い
ま
し
た
。

窓
の
外
を
見
て
思
い
に
沈
ん
で
い
る

と
こ
ろ
に
、嫁
い
だ
娘
か
ら
の
電
話
で

す
。「
今
、勤
務
先
か
ら
駅
に
着
い
た
よ
。

す
ぐ
迎
え
に
行
く
か
ら
病
院
で
待
っ
て

て
や
！
夜
道
は
危
な
い
か
ら
、絶
対
自

転
車
で
帰
ら
な
い
で
ね
」と
の
こ
と
で

す
。「
疲
れ
て
い
る
の
に
ご
め
ん
な
さ
い
」

と
心
の
中
で
言
い
ま
し
た
。
娘
の
夜
間

運
転
を
心
配
し
な
が
ら
待
っ
て
い
る
と
、

元
気
な
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

今
も
っ
て
続
く
コ
ロ
ナ
禍
で
、夫
と

面
会
で
き
な
い
ま
ま
娘
の
車
で
帰
宅
し

ま
し
た
。「
お
母
さ
ん
は
、お
昼
何
も
食

べ
て
な
い
ね
ん
や
ろ
な
あ
と
思
っ
て
、

い
ろ
い
ろ
買
っ
て
き
た
か
ら
、し
っ
か

り
食
べ
て
ん
や
」と
言
っ
て
家
路
を
辿

り
ま
し
た
。
心
の
優
し
い
娘
を
授
か
り
、

あ
り
が
た
く
幸
せ
い
っ
ぱ
い
の
夜
で
し

た
。「
こ
れ
か
ら
も
お
願
い
ね
」と
手
を

合
わ
せ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、一
晩
病
院
に
置
い
た
自

転
車
で
す
が
、ご
近
所
さ
ん
が
親
切
に

搬
入
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
と
て
も

あ
り
が
た
く
、涙
が
出
る
ほ
ど
嬉
し
か
っ

た
で
す
。

「
人
は
人
、我
は
我
」と
思
わ
ず
、有

意
義
な
日
を
送
り
た
い
も
の
で
す
。
人

は
一
人
で
は
決
し
て
生
き
て
ゆ
け
ま
せ

ん
。
助
け
合
い
の
心
は
と
て
も
尊
い
で

す
。
そ
し
て
美
し
い
で
す
。

「
遠
く
の
親
戚
よ
り
近
く
の
他
人
」と

い
う
、こ
の
こ
と
わ
ざ
を
心
に
留
め
て
、

近
所
づ
き
あ
い
を
大
切
に
、仲
良
く
暮

ら
し
た
い
と
つ
く
づ
く
感
じ
ま
し
た
。
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蕗

�

大
和
郡
山
市　

村
田　
博
子
（
82
歳
）

も
う
何
十
年
も
前
か
ら
、蕗
の
根
を

も
ら
っ
て
植
え
て
い
ま
す
。
植
え
て
も

植
え
て
も
根
付
か
ず
、い
た
だ
く
家
を

変
え
て
も
だ
め
で
し
た
。
と
う
と
う
店

屋
で
蕗
の
根
を
買
っ
て
植
え
た
の
で
す

が
ー
ー
ー
そ
れ
で
も
や
っ
ぱ
り
丸
葉
は

出
て
こ
ず
、が
っ
か
り
で
し
た
。

蕗
の
好
き
な
人
が
い
る
の
に
、我
が

家
に
は
蕗
は
根
付
か
な
い
の
か
な
あ
と

思
っ
て
あ
き
ら
め
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、昨
年
ま
た
根
を
あ
げ
よ

う
か
と
言
っ
て
く
れ
る
人
が
い
て
、ま

た
植
え
て
み
ま
し
た
。
納
屋
と
畑
と
に

少
し
ず
つ
分
け
て
植
え
ま
し
た
。
今
年

は
、ど
ち
ら
に
も
フ
キ
ノ
ト
ウ
が
花
咲

き
、丸
葉
が
出
て
き
ま
し
た
。「
あ
あ
良

か
っ
た
」少
し
収
穫
し
て
食
べ
て
み
ま

し
た
。

来
年
は
、ま
た
も
う
少
し
増
え
る
か

な
あ
と
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

馬
見
丘
陵
公
園

�

香
芝
市　

奥
村　
正
美
（
83
歳
）

「
今
日
は

良
い
お
天
気

や
か
ら
、
運

動
に
で
も
出

か
け
ま
せ
ん

か
」
と
、
お

嫁
さ
ん
に
誘

わ
れ
馬
見
丘

陵
公
園
に

出
か
け
ま
し

た
。
公
園
入

口
正
面
を
少

し
歩
く
と
、

一
面
真
っ
赤

な
コ
キ
ア
に
感
動
。
そ
の
前
で
私
た
ち

老
夫
婦
二
人
で
の
記
念
写
真
を
撮
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。

何
年
振
り
か
な
あ
、
コ
ロ
ナ
に
な
っ

て
か
ら
は
旅
行
に
も
出
か
け
る
こ
と
は

な
く
、
毎
日
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
や
主
人
の

病
院
へ
の
日
々
に
、『
あ
あ
今
日
も
一

日
過
ぎ
た
わ
』
の
繰
り
返
し
で
し
た
。

で
も
、
今
日
は
心
も
体
も
爽
や
か
で
、

公
園
中
を
散
策
し
ま
し
た
。

遠
く
に
行
か
な
く
て
も
近
く
で
足
腰

の
運
動
。
そ
し
て
美
し
い
緑
の
木
々
や

色
と
り
ど
り
の
花
に
癒
さ
れ
、
昔
の
若

い
気
分
に
戻
り
、
三
人
で
の
会
話
も
弾

み
ま
し
た
。

嫁
に
感
謝
で
す
。

『
あ
り
が
と
う
。』

私
た
ち
は
、
奈
良
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動
を
応
援
し
て
い
ま
す
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さ
っ
き
ま
で
そ
こ
に
い
た
は
ず
鳥
巣
立
ち
こ
よ
な
く
晴

れ
た
真
澄
の
空
に

野
辺
川
は
仕
事
の
起
点
教
え
子
の
五い
つ
と
せ

十
年
過
ぎ
て
も
浮

か
ぶ
童
顔

賑
や
か
な
花
の
季
節
も
過
ぎ
去
り
て
風
爽
や
か
に
若
葉

眩
ぶ
し
き

御
在
所
岳
の
ゲ
レ
ン
デ
登
り
中
腹
に
て
昼
餉
と
り
た
り

小
春
日
の
下も
と

記
憶
力
き
そ
う
舞
台
に
立
ち
た
る
も
輝
く
児
等
や
老
い

を
越
し
ゆ
く

わ
が
里
に
永
く
伝
わ
る
豊
年
舞
神
社
の
森
に
太
鼓
は
ひ

び
く

老
い
仲
間
遺
せ
し
野
小
屋
雪
冠
る
鍬く
わ
が
ね鉄
ひ
か
り
誰
待
つ

の
や
ら

い
い
音
色
耳
を
す
ま
せ
ど
姿
な
く
春
告
鳥
の
テ
ー
プ
流

れ
る

後
ろ
よ
り
そ
っ
と
肩
も
ち
揉
み
く
れ
る
還
暦
の
息
の
手

の
平
厚
く

若
き
日
に
妻
と
登
り
し
大
文
字
山
昔
な
つ
か
し
お
盆
が

く
れ
ば

孫
が
吹
く
フ
ル
ー
ト
の
音ね

に
二
重
奏
近
隣
の
子
ら
と
山

び
こ
の
ご
と

つ
い
声
を
あ
げ
て
し
ま
っ
た
じ
い
ち
ゃ
ん
に
ほ
ほ
え
み

声
か
く
ね
こ
な
で
声
で

胸
内
の
会
話
楽
し
く
歳
重
ね
気
分
爽
快
明
日
へ
の
活
力

幾
度
も
苦
難
乗
り
越
え
人
間
は
滅
び
ず
歴
史
は
延
々

続
く

さ
さ
や
か
な
暮
ら
し
に
憩
う
詩う
た

を
詠
み
日
毎
老
い
ゆ
く

二
歩
三
歩
か
な

ま
た
ひ
と
り
入
院
手
配
し
送
り
出
す
民
生
委
員
の
吾
れ

見
廻
り
忙せ
わ

し
く

白
寿
迎
え
曾
孫
に
話
す
我
が
家
と
は
大
和
郡
山
市

石
原
久
治

プ
ラ
イ
ド
の
中
で
も
が
い
て
い
る
孤
独
橿
原
市
光
宗
由
美
子

ひ
と
り
に
な
り
私
の
色
で
生
き
る
幸
王
寺
町

福
西
禮
子

ノ
ー
マ
ス
ク
自
己
責
任
に
悩
み
増
え
宇
陀
市

松
川
輝
蔵

赤
と
青
吉
野
の
鬼
は
福
の
神

大
和
高
田
市

森　

訓
祥

ぐ
ち
言
え
る
う
ち
は
ま
だ
ま
だ
花
だ
っ
た
葛
城
市
外
輪
加
寿
代

笑
顔
こ
そ
副
作
用
の
な
い
良
い
く
す
り
下
市
町

桶
谷
忠
博�

が
ん
ば
っ
た
昔
話
に
花
が
咲
き

山
添
村
中
山
千
代
子

ほ
ど
き
編
む
又
編
み
直
し
今
日
も
暮
れ
大
和
郡
山
市

石
原
昌
子

亡
き
母
の
百
二
才
め
ざ
し
今
日
も
生
く
生
駒
市

大
塚
嘉
子

夢
に
見
た
晴
耕
雨
読
も
て
余
す
大
和
郡
山
市

川
本
恵
子

つ
い
て
こ
い
言
っ
て
た
は
ず
が
つ
い
て
行
く
大
和
郡
山
市

上
田
周
治

春
闘
の
文
字
懐
し
き
元
社
員

大
和
郡
山
市

松
本
義
徳

春
め
き
て
百
才
体
操
活
気
づ
く

田
原
本
町

今
西
良
子

マ
ス
ク
下
馴
染
み
な
る
声
接
種
場
田
原
本
町

片
岡
ヤ
ス
子

断
捨
離
の
出
来
ぬ
着
物
の
土
用
干
し
葛
城
市
三
島
チ
ヅ
子

や
っ
と
春
久
し
く
散
歩
赤
い
つ
え
天
理
市
山
口
ヨ
シ
エ

大
根
漬
孫
が
受
け
つ
ぎ
円
や
か
に
葛
城
市

松
村
澄
子

マ
ス
ク
顔
挨
拶
も
ら
っ
て
あ
な
た
誰
田
原
本
町

西
本
久
子

会
話
な
く
ひ
と
り
暮
ら
し
の
忍
が
い
る
生
駒
市

辻
冨
美
子

運
転
も
毛
染
め
も
や
め
ぬ
八
十
路
す
ぎ
生
駒
市

稲
垣
球
栄

老
い
た
今
繋
が
る
う
れ
し
さ
や
っ
と
知
り
大
和
郡
山
市

稲
垣
明
子

春
ご
よ
み
大
っ
き
い
ば
ぁ
ち
ゃ
ん
光
っ
て
る
山
添
村

今
中
幸
子

吉
野
川
嫁
入
り
先
は
紀
ノ
川
よ

葛
城
市

猪
木
武
久

趣
味
嚙
り
生
き
る
喜
び
維
持
し
た
い
天
理
市

阪
口
雅
子

合
わ
せ
待
つ
ヒ
ラ
メ
四
十
長
き
け
り
川
西
町

井
澤　

徹

小
西
榮
依
子�

選�

短
　
歌

花
吹
雪
走
る
子
ど
も
の
背
を
追
追
し
天
理
市

小
林
洋
子

遠
き
峯
雪
ま
だ
光
る
山
の
里

吉
野
町
橋
本
佳
代
子

水
割
の
グ
ラ
ス
に
響
く
初
夏
の
音
河
合
町

大
西
利
泰

春
耕
の
土
黒
ぐ
ろ
と
光
差
す

田
原
本
町

今
西
良
子

冬
木
の
根
物
置
台
に
さ
れ
て
ゐ
し
御
杖
村

水
口
桃
江

老
々
の
散
歩
に
今
も
山
笑
う

葛
城
市
外
輪
加
寿
代

車
窓
よ
り
眺
め
る
景
色
花
筏

大
和
郡
山
市

川
本
恵
子

鰯
雲
広
が
り
ラ
ジ
オ
体
操
す

宇
陀
市

角
田
本
子

こ
の
地
に
も
西
陣
織
の
七
変
化

葛
城
市

猪
木
武
久

山
城
に
行
く
道
み
ち
の
竹
の
秋

天
理
市

豊
島
和
美

遠
目
に
も
門
口
光
る
芝
桜

王
寺
町

丸
矢
通
生

八
十
路
に
も
作
り
し
野
菜
初
雑
煮

山
添
村
中
山
千
代
子

満
開
の
花
に
酔
い
た
る
ひ
と
り
か
な
葛
城
市
安
川
し
げ
子

久
し
く
も
雑
踏
に
観
し
夜
桜
よ

田
原
本
町

片
岡
ヤ
ス
子

大
西
日
明
日
に
持
ち
込
す
予
定
か
な
大
和
郡
山
市

松
本
義
徳

梅
雨
に
入
る
恵
み
の
雨
に
田
植
え
終
ゆ
宇
陀
市

松
田
年
子

紫
陽
花
の
色
こ
ゆ
く
な
り
し
雨
上
が
り
葛
城
市

阪
口
君
代

壷
阪
寺
雛
曼
陀
羅
の
御
堂
か
な

河
合
町

野
村
継
男

コ
ル
セ
ッ
ト
し
っ
か
り
は
め
て
寒
づ
く
り
桜
井
市

西
内
康
雄

い
つ
ま
で
も
命
温
め
る
福
寿
草

山
添
村

今
中
幸
子

盆
梅
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
す
老
夫
婦
香
芝
市

奥
村
正
美

つ
み
草
に
春
を
愛
で
い
し
子
に
も
ど
る
葛
城
市

松
村
澄
子

道
沿
い
の
桑
の
実
赤
く
な
つ
か
し
き
葛
城
市
三
島
チ
ヅ
子

春
浅
し
共
に
集
ま
る
同
期
会

桜
井
市

久
保
園
子

年
を
増
す
同
時
に
賀
減
り
ゆ
き
し
明
日
香
村

尾
崎
勝
子

昨
秋
に
さ
し
木
を
さ
れ
し
無い
ち
じ
く

花
果
の
苗
も
ら
い
来
て
楽

し
み
増
す
畑

　
「
俳
句
」の
選
者
が
、変
わ
り
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
和
田

富
子
先
生
に
は
、平
成
二
十
二
年
か
ら
長
期
に
わ
た
り
ご

尽
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。今
号
よ
り
、新
し
く
上
辻
蒼
人
先
生
に

選
句
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

中
城�

裕
子�

選

川
　
柳

大
和
郡
山
市

松
本
義
徳

大
和
郡
山
市

河
本
恵
子

桜
井
市

森
本
和
雄

橿
原
市

杉
田
恭
子

田
原
本
町

片
岡
ヤ
ス
子

田
原
本
町

西
本
久
子

川
西
町

井
澤　

徹

大
和
高
田
市

今
中
恵
美
子

葛
城
市

松
村
澄
子

河
合
町

増
田
豊
継

山
添
村

中
山
千
代
子

葛
城
市

外
輪
加
寿
代

天
理
市

阪
口
雅
子

天
理
市

堀
内
房
子

山
添
村

今
中
幸
子

大
和
高
田
市

木
村
博
子

大
和
郡
山
市

村
田
博
子

上
辻�

蒼
人�

選

俳
　
句
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椅子に座ってする

❸からだを捻
ひね
る運動	

ひじを引きな
がら、背骨の
動きも意識し
ながら、から
だを捻って、
戻します。
（交互に4回）

手首を持って
引きながら、
上体をゆっく
り捻り、背中を
ストレッチし
て元に戻しま
す。頭も一緒
に動かします。
（交互に2回）

背骨の動きに気づきましょう。

［コース内容］京都亀岡チョロギ村から、西国札所「穴太寺」から癌封じ・稗田野神社へ

［参加費用］おひとり様 　7,000円（40名以上参加の場合）�
但し	 参加者	30名までの場合		9,000円　　35名までの場合		8,500円　　39名までの場合		7,800円になります。
	 ※交通費、講演料、昼食代（薬膳料理）、旅行傷害保険代を含みます。
	 ※添乗員は同行しますが、バスガイドは付きません。　

◆お申し込みは、往復はがきまたは、FAXにて下記にお送りください。
◆お申し込み時の記入内容…住所・氏名・年齢・電話番号（FAX番号）

［送り先］〒634-0061　橿原市大久保町320-11　奈良県老人クラブ連合会　宛て
　　　　 FAX　0744 - 29 -0167

8：30	 	 	 10：40	かめおかチョロギ村 講演・薬膳料理 14：20（約30分ウォーキング）
奈良県各地	 	 	 森のステーション 穴太寺（散策）
①橿原神宮前	 	 8：30
②奈良県社会福祉総合センター	 8：35
③大和八木（南側ローソン前）	 8：45

	 	 	 	 	 15：50
稗田野神社（参拝）・大石酒造（見学）	 	 	 	 奈良県各地
	 	 	 	 	 	 ①大和八木（南側ローソン前）	 17：45
	 	 	 	 	 	 ②奈良県社会福祉総合センター		17：55
	 	 	 	 	 	 ③橿原神宮前		 	 18：00頃

申込締切日
令和5年10月10日

「チョロギ村で「チョロギ村で
健康講座と薬膳料理」健康講座と薬膳料理」

第10回　健康ウォーキング第10回　健康ウォーキング
　実施日・令和5年10月 20日（金）　　実施日・令和5年10月 20日（金）　

　

コ
ロ
ナ
が
、五
月
八
日
か
ら
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
と
同
じ「
５
類
」に
移
行
。

や
っ
と
、編
集
委
員
会
も
県
老
連
で
開

か
れ
ま
し
た
。
三
年
間
人
に
会
え
ず
、

寂
し
い
思
い
を
耐
え
続
け
、い
ま
顔
を

見
合
わ
す
喜
び
に
浸
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
大
西
さ
ん
の「
ま
さ
か
、ま

さ
か
、私
が
」は
圧
巻
で
す
ね
。
私
た
ち

に
大
東
亜
戦
争【
第
二
次
世
界
大
戦
】の

痛
ま
し
さ
を
伝
え
た
、事
実
の
証
言
で

す
。
特
に
赤
紙
、白
紙
、青
紙
な
ど
、大

い
に
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
ん
な
こ
と
が
二
度
と
起
こ
っ
て
は

な
り
ま
せ
ん
！
い
ま
も
続
い
て
い
る
ロ

シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
い
に
胸
が
痛

み
ま
す
。

　

阪
口
さ
ん
の「
助
け
合
い
の
心
」は
、

夫
の
入
院
で
途
方
に
暮
れ
て
い
る
と
こ

ろ
へ
、娘
さ
ん
か
ら
迎
え
に
行
く
と
の

電
話
。「
ほ
っ
と
」し
ま
し
た
ね
。

「
お
母
さ
ん
は
、昼
食
べ
て
な
い
や
ろ

か
ら
、し
っ
か
り
食
べ
て
ゃ
」何
と
よ

く
気
の
付
く
言
葉
で
し
ょ
う
。

　

堀
内
さ
ん
、い
つ
も
温
か
く
応
援
し

て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
「
命
の
大
切
さ
」を
も
う
一
度
考
え

直
さ
な
い
と
い
け
な
い
世
の
中
に
な
り

ま
し
た
ね
。「
歴
史
は
繰
り
返
す
」と
い

う
言
葉
が
空
し
く
甦
り
ま
す
。

　

で
も
、憂
い
を
残
さ
ず
希
望
を
持
っ

て
私
た
ち
は
前
に
進
み
ま
し
ょ
う
ね
。

�

（
梅
本
咲
子
）

～
自
分
の
体
と
対
話
し
ま
し
ょ
う
～	

　
こ
の
体
操
は
、い
つ
ま
で
も
元
気
で

過
ご
せ
る
よ
う
に
、高
齢
者
に
と
っ
て

必
要
不
可
欠
な
運
動
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
回
は
、椅
子
に
座
っ
て
す
る
気

づ
き
の
体
操
③
を
紹
介
し
ま
す
。

・	

ひ
じ
掛
け
の
な
い
安
定
し
た
椅
子
を

使
い
ま
し
ょ
う
。

・	

椅
子
の
背
に
も
た
れ
な
い
で
、
少
し

浅
く
腰
掛
け
ま
し
ょ
う
。

気づきの体操気づきの体操

編

集

後

記

編

集

後

記

長時間、
座っていませんか？ い

つ
で
も
、
ど
こ
で
も

��

気
付
き
の
体
操　
座
③

　
座
③

今
回
の
日
帰
り
旅
行
は
、京
都
亀
岡
方
面
に
出
向
き
ま
す
。薬
膳
料
理
を
楽
し
み
な
が
ら
、

健
康
長
寿
の
秘
訣
を
学
び
、少
し
だ
け
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
周
辺
の
散
策
を
し
ま
す
。

☆
第
☆
第
1010
回
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
☆

回
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
☆＊

実
施
日
　
令
和
五
年
十
月
二
十
日（
金
）
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